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11
月
14
日
、 

東
京
の
青
山
に
て
開
催
。 

写
真
は
、山

形
県
朝
日
町
の
椹
平
棚
田
の
ブ
ー
ス
。自
慢
の
棚
田

米
や
、特
産
の
リ
ン
ゴ
、ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、そ
し
て
黄

色
い
ハ
ッ
ピ
姿
！
と
っ
て
も
賑
や
か
で
す
！

（
2
〜
3
P
は
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
特
集
で
す
）

特集  東京棚田フェスティバル 開催
「話」をテーマにたくさんの「わ」が生まれました

隔月刊
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青
柳
健
二 

氏

写
真
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示特

設
ス
テ
ー
ジ

映像

木
沢

白
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上
倉
沢

岩
座
神
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付

書
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三
徳

周
南

有
田

滝町棚田米試食
コーナー

棚田ネット
棚田米販売

入場口

椹平・鴨川・池谷・松代・石部・恵那・蕨野

書籍展示
アンケート
コーナー

私たちの棚田のある新潟県川口町は、中越地震の震源地
にあたります。 昨年から棚田オーナー制度を開始しまし
た。 今後は、地域の行事などに合わせて、年間を通して交
流プログラムを企画していきたいですね。 来年早々
には「冬ごもり体験」も予定しているんですよ！

木沢棚田保全連絡協議会  会長  平澤  勝幸 さん

石部地区棚田保全推進委員会  会長 高橋 周藏 さん

『世界の棚田』
映像展示

特設ブースコーナー

特設ブース

青柳健二氏の「世界
の棚田」の映像展
示。 美しい棚田が
次々とスクリーンに
映し出されます。

写真家・青柳健二氏の「世界の棚田」
の写真を、螺旋階段を取り巻くように
展示。 来場者はその美しい写真に思
わず足を止めて見入っていました。

2010年10月に静岡県松崎町石部棚田で開催され
る「棚田サミット」のPRのほか、静岡県で活動してい
る「しずおか棚田・里地くらぶ」、新潟・松之山からは
「森の学校キョロロ」さんにご出展いただきました。

昨年の棚フェスに参加したお馴染みの保存会7団体が、
今年も盛り上げ役として元気に出展してくれました。た
くさんの物産が並び、最もにぎやかなコーナーでした。

青柳 健二氏 写真展示

恒例の全国の棚田米販売は、パッケージも
リニューアルし「棚田応援米」として12箇
所。棚田米試食コーナーは、岩座神、三徳、
周南、有田の4地域の新米を一皿に！

棚田米 販売・試食コーナー

特設ステージでは、安井一
臣さんの「棚田に暮らす生
き物たち」、中島代表の「す
ばらしき棚田の世界」、棚田
一郎さんの「日本の棚田お
もしろ話」、青柳健二さんの
「世界の棚田」の4つのトー
ク＆スライドショーと、メイ
ンイベントのトークセッショ
ン「みんなで話そう『棚田の
これから』」が、盛りだくさん
の内容で開催されました。

特設ステージ

地域特産品・棚田米販売・PRコーナー

地域特産品・棚田米販売・PRコーナー

● 山形県朝日町 椹平棚田保全活動推進委員会
● 千葉県鴨川市 特定非営利活動法人 大山千枚田保存会
● 新潟県十日町市・池谷 十日町市地域おこし実行委員会
● 新潟県十日町市・松代 まつだい棚田バンク
● 静岡県松崎町 石部地区棚田保全推進委員会
● 岐阜県恵那市 特定非営利活動法人 恵那市坂折棚田保存会
● 佐賀県唐津市 特定非営利活動法人 蕨野の棚田を守ろう会

まもりびとと話してみよう コーナー
棚田オーナー制度、棚田米販売、グリーンツーリ
ズムなど、各地域の棚田のまもりびとたちが思い
思いにPR。 同時に特産物の販売なども行われ、
来場者の皆さんはそれぞれにまもりびととの交
流を楽しんでいました。

● 新潟県川口町 木沢棚田保全連絡協議会
● 石川県輪島市 白米千枚田愛耕会
● 静岡県菊川市 上倉沢棚田保全推進委員会
● 岐阜県高山市 滝町棚田保存会
● 兵庫県多可町 岩座神棚田保全推進協議会
● 鳥取県三朝町 三徳地域協議会田舎体験ツーリズム部
● 山口県周南市 棚田清流の会
● 佐賀県有田町 有田町棚田保全協議会

出展団体

出展団体

今年の棚田ネットワーク調査プロ
ジェクトの訪問地10団体の中か
ら、8地域が趣向を凝らして出展
しました。 新潟県川口町木沢棚
田保存会ブースでは、わらじや竹
細工、カラフルに染め上げた草木
染めの布巾など、たくさんの民芸
品が並びました。（左側下の写真）

写真上のトークセッションで
は、木沢棚田、滝町棚田、白米千
枚田の保存会代表と、都市側代
表としてボランティア活動をす
る若い女性陣が対決？ 女性な
らではのアイデアとして、棚田で
お見合いイベントなどの提案も
出ました。

蕨野や池谷の棚田米、大山千枚田の棚田酒、坂折の棚田餅、椹平のリ
ンゴなどお馴染みの物産と、棚フェスには欠かせないあの人この人。
保存会のお母さん達も大活躍。

来年のサミットに向けて、松崎町と協力しながら、
準備を進めています。 今後、保全を継続していく
には、地域の皆さんの協力も不可欠。 自治体、地
域の方々と意識を共有し、若者にも「がんばらな

きゃな」と思ってもらえるような環
境づくりをして行きたい。 棚田に
隣接する小学校の再利用や海山
を活用した体験プログラムな
ども企画して、交流人口ももっ
と増やしたいですね。

東京棚田フェスティバル 開催
「話」をテーマにたくさんの「わ」が生まれました。

特
集

11月14日、東京・青山の「スタジアムプレイス 青山」で、今
年で第4回となる「東京棚田フェスティバル」が行われまし
た。 全国の棚田地域から多くの方々にお越しいただき、 棚田
のPR、お米や地域の特産品販売などを展開。
さらにはトークセッションや講演、写真展、棚田米の試食コー
ナーなど、盛りだくさんの内容で賑わいました。
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岩い
さ
り
が
み

座
神
地
区
の
概
要

　

岩
座
神
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
東
播
磨
の

最
高
峰
千せ

ん

ケが

峰み
ね（
標
高
1
0
0
5
㍍
）の
山
麓（
標

高
3
0
0
〜
4
0
0
㍍
）に
位
置
し
、
周
り
を
緑

深
い
杉
や
桧
木
の
植
林
に
お
お
わ
れ
、
隠
れ
た

よ
う
な
小
さ
な
集
落
で
す
。
段
差
の
急
な
石
垣

積
み
の
棚
田
を
中
心
に
20
戸
の
農
家
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
棚
田
の
石
垣
の
中
に
は
7
0
0
年
く

ら
い
前
に
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、

長
い
年
月
を
か
け
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
農
山
村
地
域
で
す
。

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
へ
の
ス
ト
ー
リ
ー

　

昭
和
60
年
、
そ
の
頃
20
代
、
30
代
の
若
者
11

名
で
”仁
王
会
”と
い
う
会
を
作
り
ま
し
た
。
作
っ

た
当
時
は
2
ケ
月
に
一
度
、
持
ち
ま
わ
り
で
自

宅
で
お
酒
を
飲
ん
で
雑
談
す
る
親
睦
会
で
し
た
。

　

当
時
、
岩
座
神
の
す
ぐ
下し
も

の
集
落
の
棚
釜
部
落

で
は
圃
場
整
備
が
終
わ
り
、
1
区
画
3
反
の
圃

場
が
で
き
ま
し
た
。
我
々
に
と
っ
て
は
大
変
う

ら
や
ま
し
く
、
仁
王
会
で
は
寄
る
と
さ
わ
る
と

そ
の
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
岩
座
神
の
棚
田

も
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
？
何
と
か
し
た
い
と
い

う
話
に
な
り
、
一
度
同
じ
よ
う
な
地
域
の
視
察

に
行
こ
う
で
は
な
い
か
と
話
が
ま
と
ま
り
、
旧

加
美
町
役
場
に
相
談
し
て
、
隣
の
神
崎
郡
猪い
な
さ篠

地
区
と
い
う
集
落
を
視
察
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
地
は
土
手
が
ひ
ど
く
高
く
て
、
こ
れ
で
は
…

と
い
う
事
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
何
と
か
岩
座
神
で
も
出
来
な
い
か

と
役
場
に
相
談
し
、
検
討
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
岩
座
神
で
は
水
田
が
現
状
よ
り
大
幅

に
狭
く
な
り
、
そ
の
上
大
変
広
い
土
手
に
な
る
。

田
の
面
積
が
少
な
く
な
る
の
も
困
る
が
、
そ
れ
以

上
に
土
手
の
も
り
（
草
刈
り
や
荒
れ
て
崩
れ
る
）

が
大
変
で
あ
る
と
解
り
ま
し
た
。

　

岩
座
神
に
は
村
で
守も

り

を
す
る
村
山
が
あ
り
ま

す
。
当
時
、
杉
や
桧
木
は
植
林
後
10
年
ま
で
の
山

が
多
く
、
年
に
2
日
は
夏
の
下
刈
り
の
出
役
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
上
圃
場
整
備
し
て
田
が
少

な
く
な
っ
て
土
手
の
草
刈
り
ま
で
増
す
と
、
い
ま

ま
で
以
上
に
村
人
の
負
担
が
多
く
、
圃
場
整
備
を

あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
と
の
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
現
在
に
至
り
、
棚
田
が
残
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
何
と
か

し
な
け
れ
ば
と
寄
る
機
会
が
あ
る
た
び
話
題
に

の
ぼ
り
ま
し
た
が
、
10
〜
15
年
間
そ
の
ま
ま
過

岩
座
神
棚
田
保
全
推
進
協
議
会
の
活
動

兵
庫
県
多
可
町  

岩
座
神
棚
田

棚
田
・
里
山

か
ら
の

た
よ
り
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し
ょ
う
ゆ
漬
け
、
岩
座
神
そ
ば
利
用
の
そ
ば
ク
ッ

キ
ー
、
マ
ク
ラ
等
の
特
産
品
も
開
発
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
13
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
決
し
て

順
風
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
難
局

の
た
び
、
試
行
錯
誤
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
衰
退
し
て
い
く
ば
か
り
で
は
な
い

よ
う
、
何
と
か
保
存
会
一
同
頑
張
っ
て
行
く
つ

も
り
で
す
。
そ
れ
に
は
、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
色
々
な
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
力
添
え
が
、
い
か
に
心
強
い
か
思
い
至
り

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
超
高
齢
化
と
な
る
こ

の
地
区
で
、
い
か
に
棚
田
や
村
自
体
を
守
っ
て

い
け
る
か
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
制
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
有
効
に
生
か
せ
る
よ
う
色
々
模
索
中
で
す
。

［
岩
座
神
棚
田
保
全
推
進
協
議
会　

安
田
利
幸
］

ぎ
、
平
成
5
年
に
高
知
県
で
開
催
さ
れ
た
第
一

回
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
時
の

区
長
、
農
会
長
、
役
場
職
員
が
共
に
参
加
し
体

験
談
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

ふ
ま
え
、
平
成
8
年
に
地
区
の
村
づ
く
り
の
基

盤
と
な
る
、
ま
た
都
市
と
の
交
流
の
パ
イ
プ
役

を
果
た
す
た
め
の
中
心
と
な
る
”棚
田
保
存
会
”

を
結
成
、
棚
田
の
活
用
と
保
全
に
つ
い
て
の
施
策

の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
棚
田
保
全
の
た

め
行
う
事
業
の
一
つ
と
し
て
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
へ
の
取
り
組
み
を
決
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
賛
成
す
る
人
達
ば
か
り
で
は
な
く
、
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
説
明
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
形
も
整
い
期
待
を
込
め
て
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
現
状

　

平
成
8
年
、
旧
加
美
町
役
場
の
産
業
課
の
協
力

を
得
て
複
数
の
新
聞
社
に
記
事
を
掲
載
し
て
も

ら
い
、
オ
ー
ナ
ー
を
募
り
ま
し
た
。
1
年
目
10

区
画
募
集
、
思
っ
た
以
上
の
反
響
で
審
査
に
苦

労
す
る
程
で
し
た
。
当
選
者
は
大
阪
住
吉
、神
戸
、

加
古
川
、
姫
路
、
高
砂
等
遠
方
か
ら
の
参
加
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

2
年
目
20
区
画
に
増
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。（
参
加
日
程
は
下
記
表
を
参
照
）

特
産
品
開
発
も

　

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
並
行
し
て
、
休
耕
田
で

の
ソ
バ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
婦
人
会
、
老
人
会

の
有
志
で
畑
わ
さ
び
も
栽
培
し
て
、
畑
わ
さ
び
の

　田園風景が広がる多可町。中でも加美区岩座神集落
には石垣のある棚田（日本の棚田百選のひとつ）が残っ
ています。懐かしくも不思議な風景を生かし、平成９年、
景観保全と都市住民との交流を目的として県内初の棚
田オーナー制度を導入。田植え祭やかかし祭、刈り取り
後の田んぼでコンサートなど、多くのイベントも行われ、
都市との交流が進められています。
　また、多可町は、日本一の酒米『山田錦』発祥のまち、
日本一の手すき和紙『杉原紙』のまち、『敬老の日』発
祥のまちとしても有名です。

■ 棚田へのアクセス
【自家用車】�中国自動車道・滝野社ICを下りて右折、国

道175号へ→斜め左に折れて県道294号へ
→和布南（交差点）�を左折して県道347号へ
→和布町（交差点）を右折して県道54号へ
→上野（交差点）を直進して国道427号へ→
ＪＡ加美（交差点）を左折→右手に町立松井
小学校を見ながら右折し五霊神社を目指す。

【公共交通】�JR西脇市駅より神姫バス鳥羽上・山口方
面→加美町農協前下車、徒歩30分

■ お問い合わせ
【岩座神棚田保全推進協議会】
10795-35-0953　安田さん

多可町

岩座神棚田

中国自動車道中国自動車道
175

427

滝野社 I.C滝野社 I.C

JR西脇市駅JR西脇市駅
至広島

至神戸

オーナーの参加日程

以上の行事で1年をしめくくります。
■ 年会費 5万円（1オーナー参加人数制限なし）
■ 提供する物 米30ｋｇ以上
 1年に1回、加美区内の宿泊施設で利用料の5000円補助
 地区特産品10,000円分（3回に分けて発送）

  4月 対面式（入会金持参） 看板立て（それぞれ自分の区画に、名前やイラス
トを書き入れる）。接待はお茶のみ。

  5月 第３日曜  田植え祭り コシヒカリの苗をオーナーが手植え、接待（田植
え終了後の昼食）は婦人会で鶏肉、竹の子等の
まぜごはんのパック詰め、酒、ジュース、お茶で村
人と共に交流。 村人は一家に1～2名参加。

  6月 肥料撒き、石垣の草刈り 接待はなし。

  7月 第４日曜　案山子祭り 案山子作り、草刈り、肥料撒き。 作業終了後、村人
と交流。 接待は会費制（大人1000円、子供500
円）。 カレー、アマゴの塩焼き、加美区特産若鶏
の炭火焼き、酒、ジュース、お茶。

  9月 第３日曜  稲刈り オーナーが稲刈りして束にしたものを稲木にか
け天日干しにします。 今年から接待はお茶の
み。 （昨年までは、大がかりな棚田コンサートを
していました。 接待は婦人会によるまぜごはん
のパック詰め、焼きそばの販売をしました。）

10月 第2日曜  収穫祭 それぞれの田で機械で脱穀、乾燥機に入れ、もみ
すり（この工程は村人で）。 一週間後オーナーの
手元に届ける。 接待は婦人会による新米のおに
ぎり、豚汁（地区産里いも等使用）、持ち寄りの漬
け物、酒、ジュース、お茶。 案山子の出来映えの
人気投票（賞品は、新米、有精卵）。

12月 第3日曜  もちつき大会、〆縄作り オーナーに一升分の餅を持って帰ってもらう。

  1月 ソバ打ち大会 ソバ打ち名人に依頼、ソバ打ちを指導してもら
い、オーナーと村人が交流。

（雨天の場合順延）

区画の抽選
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武
田
鉄
矢
さ
ん
演
じ
る
団
塊
世
代
の
営
業
マ
ン
が
主
人
公
。
第
二
の

人
生
を
夢
見
て
地
方
都
市
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
乗
り
込
む
も
の
の
、
村

の
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
現
代
に
生
き
る
人
々
の
生
き
る
意
味

を
問
い
直
し
、
つ
な
が
り
な
が
ら
生
き
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
始
め

る
。
都
会
で
の
経
済
至
上
主
義
の
生
き
方
を
捨
て
て
、
”い
の
ち
“
と 

”こ
こ
ろ
“
が
結
ば
れ
た
温
か
な
村
で
生
き
る
決
意
を
す
る
、「
頑
張

ら
な
い
生
き
方
」　

と
自
然
と
の
共
生
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
映
画
で
す
。
ロ
ケ
地
に
使
わ
れ
た
松
之
山
新
田
の
棚
田
に
は
、

映
画
を
見
た
人
々
が
大
勢
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
映
画
は
住
民

団
体
に
よ
る
自
主
上
映
の
み
で
す
が
、
全
国
か
ら
上
映
の
依
頼
が
絶

え
ず
、
そ
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ロ
ハ
ス
ピ
ー
プ
ル
の
た
め
の
快
適
マ
ガ
ジ
ン
「
ソ
ト
コ
ト
12
月
号
」
の

「
ニ
ッ
ポ
ン
の
お
米
」
特
集
で
、棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
茂
木
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
わ
く
わ
く
稲
刈
り
体
験
」
と
中
島
代
表
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
に
つ
い
て
の
解
説
記
事
が
3
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー(

P
80
〜
82)

で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
棚
田
米
の
食
べ
比
べ
ペ
ー
ジ
で
は
、
法

人
会
員
の
成
川
米
穀
と
上
田
米
穀
店
の
棚
田
米
も
紹
介
。必
見
で
す
！

『降りてゆく生き方』
上映予定などについては、
下記公式ホームページをご
覧ください。

●公式ホームページ
http://www.nippon-p.org

¥800（税込）
木楽舎
2009年11月発行

編集部イチオシ！BOOK & Movie

棚
田
百
選 

樫
原
の
稲
作
日
記

Tales of Kashihara Tanada

徳
島
県
上
勝
町

樫
原
の
棚
田
村

谷崎 勝祥 71歳

上／棚田一面にハデ干し･ハサ干し
下／筵干しも最近はめずらしくなった

『
降
り
て
ゆ
く
生
き
方
』

『
ソ
ト
コ
ト 

2
0
0
9
年
12
月
号
』

第
五
回　

「
異
常
」
が
「
通
常
」
に

　

先
号
で
「
夏
の
成
熟
期
を
待
た
ず
秋
を
迎
え
た
、
今
年
の
稲
」
と
紹
介
し
た
が
、
量
的
に
は
ま
あ
ま
あ

の
、
反
当
り
2

・

5
石
強
の
収
穫
だ
っ
た
。
樫
原
の
稲
作
は
全
戸
が
「
ハ
デ
干
し
」「
ノ
ハ
サ
干
し
」
で
あ

る
が
、
脱
穀
後
、
乾
燥
機
に
か
け
て
籾
摺
り
を
す
る
。
私
は
乾
燥
機
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
脱
穀
後
も

筵
む
し
ろ

干
し
で
天
日
乾
燥
す
る
。
今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
1
日
筵
に
広
げ
た
だ
け
で
、
水
分
15
％

に
仕
上
が
っ
た
。

　

お
米
は
熱
を
加
え
れ
ば
加
え
る
程
、
味
が
落
ち
て
行
く
。
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
「
生
扱こ

き
」
し
て
乾
燥

機
で
熱
を
か
け
て
…
等
を
す
れ
ば
、
お
米
の
味
は
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
行
く
。
精
米
も
、
精
米
機
で
高
速
で

精
米
す
る
の
で
は
な
く
、
水
車
で
時
間
を
か
け
て
搗つ

く
と
味
が
落
ち
な
い
。
水
車
小
屋
で
の
精
米
も
少
し

や
っ
て
み
た
が
、
谷
の
水
量
が
少
な
く
不
可
能
に
な
っ
た
。

　

近
年
、
気
候
が
「
ム
ラ
気
」
に
な
っ
た
と
初
め
に
も
書
い
た
。
今
年
は
「
夏
」
が
無
く
、
11
月
11
日
に

は
県
内
で
気
象
台
始
ま
っ
て
以
来
の
時
間
雨
量
44
㎜
等
が
三
ヶ
所
有
っ
た
が
、
台
風
銀
座
の
樫
原
で
は
何

事
も
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
30
数
年
前
、
2
時
間
で
1
9
0
㎜
の
大
雨
に
は
驚
か
さ
れ
た
が
、
人
命
に
大

事
な
く
怪
我
人
も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
雨
洪
水
警
報
が
で
な
い
ま
ま
冬
に
な
る
か
と
思
え
ば
、
11

月
に
な
っ
て
の
警
報
発
令
に
は
驚
か
さ
れ
た
。「
異
常
」
が
「
通
常
」
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

　

1
8
1
3
年
の
絵
図
面
の
と
お
り
の
樫
原
の
棚
田
や
農
家
、
耕
作
道
や
山
神
さ
ん
等
が
そ
の
ま
ま
の
姿

で
有
り
、
そ
れ
を
文
化
財
に
と
、
7
月
に
文
化
庁
に
申
請
書
を
出
し
た
。
そ
の
中
に
耕
作
放
棄
地
も
有
り
、

草
刈
り
を
し
よ
う
と
11
月
22
日
に
予
定
し
て
い
る
。
当
日
は
雨
降
り
の
よ
う
だ
が
実
施
す
る
つ
も
り
だ
。

　

柿
の
実
が
一
つ
、「
木
守
り
」
が
残
っ
て
い
る
。
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　イランというと砂漠のイメージが強く、棚田とは

縁遠い感じがするが、実は、カスピ海沿岸地方

は大水田地帯であり、山間部には棚田もある。

「日本からわざわざ田んぼだけを見に来るはずがな

い」と、イランに限らず、アジアで棚田を探し始

めると、現地の人たちに必ず疑われるので、私は、

棚田のポストカードを用意していった。「棚田の美

しさ」を理解してもらえれば、私のスパイ容疑は

すぐに晴れる。

　ところで、カスピ海沿岸地方は、コメの年間消

費量も９０ｋｇと多く、コメの国だが、最近は他

のアジア諸国と同様、食文化が欧米化し、コメ

離れが進む。

　「欧米は嫌いだ」という人は多いが、かといっ

てイスラムの伝統に縛られるのも嫌だという若者

のいらだちが感じられる。

第17回

フユイチゴ

　

今
年
は
、
私
た
ち
家

族
が
鳥
取
に
住
み
始
め

て
丁
度
10
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
か
、
ど

う
し
て
も
生
き
物
の
話

題
が
西
日
本
系
に
偏
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
今
回

も
西
日
本
に
よ
く
見
ら

れ
る
里
山
の
ス
イ
ー
ツ

で
す
。

　

谷
間
の
田
ん
ぼ
に
面

す
る
斜
面
に
よ
く
ツ
ル

を
は
わ
せ
て
い
る
フ
ユ

イ
チ
ゴ
。
私
の
印
象
で

は
、
人
が
田
ん
ぼ
や
畑

の
維
持
管
理
を
す
る
た

め
に
周
辺
の
草
刈
り
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

目
立
っ
て
生
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
サ
サ

薮
が
で
き
て
し
ま
う
と
、
フ
ユ
イ
チ
ゴ
は
居
心
地
が

悪
く
な
る
よ
う
で
、
薮
の
発
達
と
同
時
に
少
な
く

な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　

そ
の
名
の
通
り
、
冬
に
実
を
つ
け
る
小
さ
な
木

い
ち
ご
。
一
見
草
の
仲
間
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

図
鑑
で
は
樹
木
の
ほ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
濃
い
緑
色
が

残
る
葉
に
１
セ
ン
チ

の
真
っ
赤
な
実
が
よ

く
目
立
ち
ま
す
。
ま

る
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ

ラ
ー
で
す
。
人
が
適

度
に
手
を
加
え
て
維

持
管
理
し
て
い
る
里

山
環
境
に
寄
り
添
っ

て
実
を
結
ん
で
い
る
、

そ
ん
な
見
方
も
出
来

る
美
味
し
い
野
い
ち

ご
で
す
が
、
イ
ヌ
の

散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

つ
ま
み
食
い
は
や
め

た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
美
味
し
い
も
の
は
、

つ
ま
ん
だ
ら
す
っ
と
実
が
と
れ
ま
す
。
そ
れ
が
食

べ
ご
ろ
の
証
。

　

店
頭
に
は
ほ
と
ん
ど
並
ぶ
こ
と
の
な
い
ワ
イ
ル

ド
ベ
リ
ー
、
い
つ
ま
で
も
里
の
隣
人
で
あ
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。

（
自
然
観
察
指
導
員　

桐
原
真
希
）

青柳健二の   世界の棚田から

イラン・カスピ海沿岸

○青柳健二

1958 年山形県河北町生まれ。学生時代、欧州を旅行中に偶然本屋で
見た写真集に興味を覚え、大学卒業後写真を独学。アジア各国を取材
旅行する中で、中国・雲南省で偶然出会った棚田の美しさに衝撃を受け、
以来 10 年以上、日本・アジア・アフリカの棚田を撮影し続けている。著
書に『日本の棚田百選』(2002, 小学館）、『アジアの棚田 日本の棚田』

（2004, 平凡社）、『棚田を歩けば』(2007, 福音館書店）など。
URLは http://www.asia-photo.net/

ⓒ Kenji Aoyagi

写真：桐原真希
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八
本
松
か
ら
バ
ス
で
内
へ

　

2
0
0
9
年
3
月
初
旬
、
内
を
訪
ね
る
た
め
に

現
地
に
交
通
事
情
を
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
、
山

陽
本
線
の
八
本
松
駅
か
ら
隣
の
集
落
ま
で
バ
ス
の

便
が
あ
る
が
数
本
し
か
な
く
、
利
用
す
る
に
は
近

く
の
町
に
前
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
広
島
市
内
に
宿
を
と
り
、
翌

朝
7
時
17
分
発
の
上
り
電
車
に
乗
り
八
本
松
に
向

か
う
。

　

八
本
松
か
ら
は
か
つ
て
の
志
和
町
を
循
環
す
る

芸
陽
バ
ス
に
乗
車
。
バ
ス
は
駅
前
か
ら
国
道
2
号

を
広
島
方
面
へ
向
か
い
、宗む

ね
よ
し吉
の
交
差
点
を
右
折
、

県
道
46
号
を
北
上
す
る
。や
が
て
低
い
峠
を
越
え
、

山
陽
自
動
車
道
の
下
を
抜
け
て
、
広
島
の
市
街
地

を
貫
流
す
る
太
田
川
の
上
流
の
一
つ
、
東
川
の
谷

底
平
野
に
出
る
。
な
だ
ら
か
な
山
に
囲
ま
れ
た
細

長
い
平
野
、
山
際
の
集
落
、
前
面
に
ひ
ろ
が
る
水

田
、
中
央
を
流
れ
る
川
の
あ
る
風
景
は
、
中
国
地

方
で
よ
く
み
ら
れ
る
景
観
で
あ
る
。

　
東
広
島
市
は
、
名
前
が
示
す
よ
う
に
広
島

市
の
東
隣
に
あ
り
、
近
年
大
学
が
移
転
し
て

く
る
な
ど
広
島
市
の
拡
大
に
よ
る
発
展
の
著

し
い
都
市
で
あ
る
。
内う

ち

は
大
字
の
地
名
、
中

心
市
街
地
の
北
西
15
㌔
の
山
間
部
に
位
置

し
、
内
川
に
沿
う
河
谷
に
塚つ

か

土ど

･
隠い

ん

地じ

･
東と

う

正せ
い

･
寺
東
･
横
山
･
中
村
･
寺
地
の
7
集

落
が
点
在
し
て
い
る
。
内
を
知
っ
た
の
は

2
0
0
4
年
7
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
現
代
」
で
過
疎
・
高
齢
化
し
て
放
棄

の
進
む
農
地
を
農
事
法
人
に
集
約
、
保
全
を

図
っ
て
い
る
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。
放
棄
さ
れ
た
農
地
の
担
い
手

や
受
け
皿
の
確
保
は
、
中
山
間
地
域
で
の
最

重
要
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
反
響
の
大
き
な

番
組
で
あ
っ
た
。

石
積
み
が
土
坡
に
か
わ
っ
た

安
芸
山
中
の
棚
田

広
島
県
東
広
島
市 

内

■�中
なかしま

島�峰
みねひろ

広（棚田博士）
　��早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ法人棚田

ネットワーク代表。棚田学会会長。 全国棚田( 千
枚田 ) 連絡協議会理事、棚田サミット開催地選
定委員会委員長。1933 年宮崎県生まれ。早稲
田大学教育学部地歴科卒。2004 年まで早稲田
大学教育学部教授。著書に『日本の棚田—保全
への取組み』『百選の棚田を歩く』『続・百選の
棚田を歩く』( 以上、古今書院 )。現在、百選外
の棚田についての執筆準備のため全国行脚中。

　

下
兼
持
の
バ
ス
停
で
下
車
、
志
和
東
公
民
館
を

左
に
し
て
北
へ
向
か
い
、
す
ぐ
に
右
折
し
て
市
道

に
入
る
。
道
は
ほ
ぼ
直
線
に
近
く
、
東
川
の
支
流

内
川
の
左
岸
沿
い
を
緩
や
か
な
坂
に
な
っ
て
東

へ
延
び
て
い
る
。（
注
１
）　

谷
底
平
野
は
、
や
が

て
山
が
迫
る
狭

き
ょ
う

窄さ
く

部ぶ

を
形
成
、
そ
の
上
流
は
平
坦

地
の
な
い
河
谷
に
な
っ
て
い
る
。
河
谷
は
北
に
張

り
出
し
た
弧
を
描
き
、
幅
1
5
0
〜
3
0
0
㍍
、

長
さ
3
㌔
に
及
び
、
こ
の
な
か
に
大
字
内
の
7
集

落
が
点
在
、
斜
面
に
は
棚
田
が
拓
か
れ
て
い
る
。

内
の
七
集
落
の
棚
田

　

狭
窄
部
か
ら
右
岸
の
集
落
の
な
か
を
縫
う
旧
道

を
辿
る
と
、
河
谷
入
口
に
あ
る
集
落
が
塚
土
で
あ

る
。
数
段
の
棚
田
の
上
に
石
垣
を
築
き
、
さ
ら
に

そ
の
上
に
漆
喰
塗
り
の
土
塀
を
巡
ら
し
た
立
派
な

民
家
が
迎
え
て
く
れ
る
。
民
家
の
屋
根
は
ど
の
家

も
レ
ン
ガ
色
の
石せ

き

州
し
ゅ
う

瓦が
わ
ら。

棚
田
は
山
側
の
民
家

と
河
床
と
の
間
の
7
分
の
1
〜
8
分
の
1
の
斜
面

に
3
〜
4
段
ほ
ど
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
形
は
長
方

形
、
内
川
に
平
行
す
る
長
辺
が
80
㍍
、
短
辺
30
〜

40
㍍
、
そ
の
規
模
か
ら
圃
場
整
備
さ
れ
た
棚
田
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
注
2
）

　

塚
土
の
対
岸
、
左
岸
に
あ
る
入
口
の
集
落
が
隠

地
で
あ
り
、
民
家
ま
で
は
塚
土
と
同
じ
よ
う
な
棚

田
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
異
な
る
の
は
内
川

の
主
谷
に
直
角
に
交
わ
る
支
谷
が
南
に
向
か
っ
て

延
び
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
こ
に
は
長
辺
が
40
㍍
ほ

ど
の
棚
田
が
10
段
近
く
積
み
上
が
っ
て
い
る
の
が

み
え
る
。（
注
3
）

　

塚
土
の
上
流
に
あ
る
集
落
が
東
正
、
入
口
に
神

社
が
あ
り
、階
段
下
か
ら
河
岸
ま
で
3
段
の
棚
田
、

形
や
大
き
さ
は
塚
土
の
棚
田
と
ほ
ぼ
同
じ
。
河
岸
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ね
、
11
月
に
設
立
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
結
果
、
内
地
区
の
農
家
1
3
0
戸
の

68
％
に
当
た
る
88
戸
が
組
合
員
と
な
り 

、
利
用
集

積
面
積
37
・
8
㌶
（
集
積
率
61
・
4
％
）、
資
本
金

3
7
8
万
円（
10
㌃
当
た
り
1
万
円
の
出
資
金
）の

農
事
法
人
フ
ァ
ー
ム
・
ウ
チ
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

  

こ
れ
を
運
営
す
る
の
は
組
合
長
、
事
務
局
長
の

ほ
か
集
落
を
単
位
と
す
る
7
農
区
の
代
表
者
7

名
、
合
計
9
名
の
理
事
で
あ
り
、
同
時
に
機
械

類
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
作
業
に
従
事
す
る
ス

タ
ッ
フ
に
も
な
っ 

て
い
る
。（
注
5
）
こ
れ
に
対

し
、
組
合
員
は
10
㌃
当
た
り
小
作
料
七
千
円
、
畦

畔
管
理（
草
刈
）
料
一
万
七
千
円
、
水
管
理
料
三
千

円
を
受
け
取
り
、
飯
米
・
縁
故
米
は
30
㌔
袋
八
千

円
で
フ
ァ
ー
ム
・
ウ
チ
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

　

2
0
0
8
年
度
の
損
益
計
算
書
を
見
せ
て

戴
く
と
、
収
入
は
約
四
千
万
、
そ
の
内
訳
は
イ

ネ
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
二
千
八
百
万
円
、
飼
料
イ
ネ

二
百
八
十
万
円
、
役
務
収
益
（
地
区
外
の
受
託
作

業
）
百
万
円
の
ほ
か
、
担
い
手
経
営
安
定
対
策

八
十
万
円
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
二
百
五
十
万

円
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
三
百
万
円
、
耕
畜
連
携

交
付
金
百
万
円
な
ど
の
営
業
外
収
益
が
主
な
も

の
。
と
く
に
法
人
と
な
り
国
か
ら
受
け
る
対
策
費

や
交
付
金
な
ど
が
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
る
と

仰
し
ゃ
る
。

  

一
方
、
支
出
は
小
作
料
、
畦
畔
管
理
料
、
水
管

理
料
、
種
苗
費
、
肥
料
・
農
薬
費
な
ど
の
生
産

原
価
が
二
千
五
百
万
円
、
役
員
報
酬
と
労
務
費

六
百
七
十
万
円
な
ど
が
主
な
も
の
。
理
事
の
役
員

報
酬
と
組
合
員
の
労
務
費
は
作
業
に
出
役
し
た
労

農
事
法
人
フ
ァ
ー
ム
・
ウ
チ
の
誕
生

　

農
事
法
人
フ
ァ
ー
ム
・
ウ
チ（Farm

 U
chi

）
の

事
務
所
で
、
事
務
局
長
の
高
木
昭
夫
さ
ん
に
会
う

こ
と
が
で
き
た
。
高
木
さ
ん
は
57
歳
、
高
校
を
終

え
て
会
計
事
務
所
に
勤
務
し
た
後
、
地
元
の
製
材

所
に
移
り
会
計
を
担
当
、
水
田
70
㌃
、
圃
場
整
備

後
は
40
㌃
を
耕
作
す
る
兼
業
農
家
。
39
歳
の
時
に

市
議
、
55
歳
で
県
議
に
な
り
、
現
在
内
土
地
改
良

区
の
理
事
長
、
内
地
区
の
消
防
団
長
、
寺
東
の
農

区
長
も
兼
ね
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

　

農
事
法
人
を
立
ち
上
げ
る
出
発
点
と
な
っ
た
の

は
圃
場
整
備
に
あ
っ
た
と
い
う
。
1
9
8
0
年
代

後
半
、
青
年
団
が
市
長
に
市
道
の
整
備
を
陳
情
し

た
と
こ
ろ
、
圃
場
整
備
事
業
を
行
え
ば
同
時
に
道

路
整
備
も
実
現
す
る
と
教
え
ら
れ
、
そ
の
推
進
母

体
と
し
て
檀
家
寺
で
あ
る
西
方
寺
の
住
職
を
会
長

に
し
て
「
内
区
を
よ
く
す
る
会
」
を
設
立
。
住
職

は
、
浄
土
真
宗
門
徒
の
結
束
力
の
強
さ
を
頼
り
に

し
て
、
檀
家
の
各
農
家
を
ま
わ
り
短
時
間
で
事
業

の
同
意
を
と
り
つ
け
た
。（
注
4
）　

こ
れ
に
よ
り
、

一
枚
が
2
〜
5
㌃
の
石
積
み
の
棚
田
か
ら
一
枚
が

20
〜
30
㌃
も
あ
る
土
坡
の
棚
田
に
か
わ
り
、
同
時

に
農
道
や
進
入
路
も
整
備
さ
れ
、
大
型
機
械
の
使

用
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
圃
場
整
備
に
よ
り
、
将
来
の
担
い

手
不
足
を
見
越
し
、
農
地
を
集
積
さ
せ
て
保
全

を
図
る
経
営
体
と
し
て
農
事
法
人
の
設
立
が
考

え
ら
れ
、
そ
の
準
備
委
員
会
が
1
9
9
7
年
6
月

に
発
足
し
た
。
委
員
会
で
は
、
箝か

ん
こ
う
れ
い

口
令
を
敷
い
て

慎
重
に
作
業
を
進
め
、
各
農
区
で
の
説
明
会
を
重

に
は
「
ど
ん
ど
公
園
」
と
名
付
け
ら
れ
た
四あ

ず
ま
や阿

風

の
建
物
が
た
つ
広
場
、
内
川
に
は
潅
漑
用
の
堰
が

設
け
ら
れ
、
堰
上
げ
ら
れ
た
水
が
大
き
な
音
を
た

て
て
流
れ
て
い
た
。
右
岸
は
山
が
迫
り
、
棚
田
の

占
め
る
余
地
は
な
く
崖
に
な
っ
て
い
た
。

　

道
は
寺
東
か
ら
急
勾
配
と
な
り
、
50
㍍
ほ
ど

上
っ
た
と
こ
ろ
に
横
山
の
集
落
が
あ
る
。
家
屋
は

主
谷
と
、
内
で
最
も
規
模
の
大
き
い
支
谷
に
分
か

れ
て
分
布
し
て
い
る
。
主
谷
に
は
長
辺
が
川
の
流

れ
と
直
角
に
交
わ
る
棚
田
が
十
段
近
く
並
ん
で
お

り
、
一
枚
が
10
〜
30
㌃
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
大
き

さ
で
あ
る
。
一
方
、
支
谷
の
谷
幅
は
1
2
0
〜

3
0
0
㍍
、
主
谷
に
劣
ら
な
い
規
模
。
そ
の
入
口

付
近
に
は
一
辺
が
40
〜
60
㍍
の
正
方
形
に
近
い
棚

田
が
上
流
に
向
か
っ
て
段
に
な
り
連
な
っ
て
い

た
。
横
山
か
ら
中
村
へ
向
か
う
道
沿
い
に
は
、
圃

場
整
備
さ
れ
る
前
の
内
の
景
観
を
偲
ば
せ
る
石
積

み
の
棚
田
が
数
段
残
っ
て
い
た
。
石
積
み
の
高
さ

は
0
・
5
〜
1
・
5
㍍
、
一
枚
の
広
さ
は
2
㌃
ほ

ど
、棚
田
地
域
で
見
慣
れ
て
い
る
大
き
さ
で
あ
る
。

　

中
村
は
、
県
道
と
家
屋
の
間
に
規
模
の
小
さ
い

棚
田
が
数
段
、
道
路
と
河
岸
の
間
に
は
数
枚
の
棚

田
、
左
岸
は
山
が
迫
り
崖
に
な
っ
て
い
る
。
東
端

の
集
落
寺
地
は
標
高
が
3
9
0
㍍
、
内
の
入
口
に

当
た
る
狭
窄
部
の
標
高
が
2
5
0
㍍
、
し
た
が
っ

て
1
4
0
㍍
ほ
ど
上
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
寺

地
の
民
家
を
正
面
に
し
て
眺
め
る
と
、
中
央
に
小

川
、
そ
の
両
側
に
十
数
段
、
段
高
2
〜
3
㍍
、
一

辺
50
㍍
の
正
方
形
に
近
い
棚
田
が
並
ん
で
い
る
。

最
上
流
部
の
寺
地
が
最
も
谷
幅
が
広
く
ゆ
っ
た
り

と
し
た
感
じ
が
す
る
の
も
不
思
議
。
こ
れ
ま
で
歩

い
て
き
た
内
全
集
落
は
戸
数
1
5
3
戸
、
棚
田
面

積
63
㌶
、
比
較
的
耕
作
放
棄
地
の
少
な
い
里
山
と 

い
う
印
象
で
あ
る
。

機械を入れるために整備した棚田。
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棚田博士
は

今日も行く！

広島県
志和町

至大阪

至広島

志和
I.C

椛坂

朝日
ゴルフクラブ

JR八本松駅

山陽自動車道

内の棚田

46

広島県東広島市 内の棚田

内の棚田へのアクセス

【自家用車】  志和ICを出て左折後すぐに志和インター（北）交差
点を右折→椛坂（交差点）を左折し県道46号線に入
る→志和東公民館を左に見て進み、すぐに右折→右
に朝日ゴルフクラブを見ながら進む　約15分

【公共交通】  JR八本松駅からタクシーで15分

  ※バス利用の際は、芸陽バス志和堀（循環）で下兼
持下車→志和東公民館を左に見て進み、すぐに右折
→右に朝日ゴルフクラブを見ながら徒歩30分、た
だし数本しかない。

　

11
月
15
日
（
日
）、
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
翌
日
。
東
京
・
恵
比
寿
で
、「
棚
田
保
全
活

動
発
展
の
た
め
の
情
報
交
換
・
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
棚
フ
ェ
ス
に
出
展
し
た
全
国
14

カ
所
の
棚
田
保
全
団
体
の
皆
さ
ん
と
、
各
地
の

調
査
に
携
わ
っ
て
い
る
棚
田
ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ

な
ど
が
参
加
。

　

午
前
中
は
、
３
つ
の
テ
ー
マ
解
説
。
ま
ず

「
各
地
で
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
際
に
維
持
管
理
し
て
い

る
地
元
の
組
織
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
に
着

目
し
た
中
島
代
表
の
講
義
。
一
口
に
オ
ー
ナ
ー

制
度
と
い
っ
て
も
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
こ
と

が
、
豊
富
な
実
例
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
オ
ー
ナ
ー
に
来
て
ほ
し
い
の
か
、
オ
ー

ナ
ー
制
度
で
何
を
し
た
い
の
か
、
よ
く
検
討
し

て
決
め
る
事
が
大
切
」
と
い
う
話
で
し
た
。
こ

う
い
う
系
統
的
な
分
類
を
、
初
め
て
聞
く
人
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
棚
田
ネ
ッ
ト
広
報
担
当
の
高
桑
さ
ん

と
久
野
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
「
普
段
着
の
情
報
発

信
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
発
表
。
最
も
身
近

な
「
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
」
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ブ
ロ
グ
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
情
報
発
信
・
広

報
ツ
ー
ル
の
特
徴
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど

ん
な
情
報
発
信
に
向
い
て
い
る
か
を
あ
ら
た
め

て
解
説
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
業
の
仕
事
で
は
地
域
づ
く
り
や

特
産
品
販
売
の
相
談
に
も
の
っ
て
い
る
清
水
さ

ん
が
棚
田
米
の
可
能
性
に
つ
い
て
「
消
費
者
は

棚
田
米
の
自
然
環
境
や
、
減
農
薬
・
天
日
干

し
な
ど
農
家
の
努
力
を
評
価
し
て
購
入
し
て
い

る
」「
棚
田
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
”ス
ト
ー

リ
ー
“
”歴
史
“
”理
念
“
が
有
効
」
と
解
説
。

進
行
の
関
係
で
予
定
時
間
の
半
分
近
く
に
短
縮

さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
皆
さ
ん
も
っ
と
聞
き

た
そ
う
で
し
た
。

　

昼
食
後
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
、
ど
ん
な
悩
み
を

持
っ
て
い
る
か
な
ど
を
披
露
。
こ
う
い
っ
た
会

合
に
は
初
参
加
の
団
体
も
多
く
、「
自
分
た
ち

の
と
こ
ろ
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
来

て
く
れ
て
い
る
」「
自
分
の
地
域
は
大
学
と
提

携
し
て
い
る
」「
う
ち
は
外
国
人
も
来
て
い
る
」

な
ど
と
、
和
や
か
な
自
慢
合
戦
に
笑
い
声
も
あ

が
り
ま
し
た
。「
今
度
そ
ち
ら
へ
視
察
に
行
き

た
い
」「
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
よ
」
な
ど
の

名
刺
交
換
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

遠
く
か
ら
来
て
い
る
地
域
は
帰
り
の
交
通
機

関
の
制
約
も
あ
り
、
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
午

後
３
時
過
ぎ
に
解
散
。
次
の
機
会
に
は
、
希
望

者
は
夜
な
べ
談
義
で
語
り
明
か
せ
る
場
を
持
ち

た
い
な
ぁ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。（
高
野  

光
世
）

＊
注
１　

 

左
手
に
は
志
和
東
の
集
落
が
ひ
ろ
が
り
、
学
校
や

郵
便
局
、
病
院
、
老
人
介
護
施
設
な
ど
が
あ
り
、

か
つ
て
は
町
の
一
中
心
を
な
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

＊
注
２　

 

一
枚
の
面
積
が
20
㌃
～
30
㌃
、
法
面
の
土
坡
に
は

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
・
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
・
ナ
ズ
ナ
・

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
な
ど
の
小
さ
な
春
の
草
花
が
咲
い
て

い
た
。
土
坡
の
高
さ
は
2
～
4
㍍
も
あ
り
、
草
刈

り
の
大
変
さ
が
想
像
さ
れ
る
。

＊
注
３　

 

支
谷
入
口
の
斜
面
は
、
山
砂
の
採
取
に
よ
り
植
生

が
は
ぎ
取
ら
れ
て
崖
に
な
り
無
残
で
あ
る
。
内
で

は
各
所
で
花
崗
岩
が
風
化
し
て
で
き
た
山
砂
を
採

取
し
て
い
る
現
場
が
み
ら
れ
た
。

＊
注
４　

 

事
業
は
県
営
事
業
と
し
て
1
9
8
9
年
に
着
手
さ

れ
、
事
業
費
の
90
％
を
国
・
県
・
市
、
10
％
を
地

元
が
負
担
、
2
0
0
1
年
に
完
成
し
た
。
受
益
者

で
あ
る
農
家
は
10
㌃
当
た
り
約
20
万
円
の
負
担
に

な
っ
た
そ
う
だ
。

＊
注
５　

 

理
事
9
名
の
う
ち
3
名
は
定
年
退
職
後
の
専
業
農

家
、
6
名
は
兼
業
農
家
で
、
高
木
さ
ん
も
兼
業
農

家
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
に

乗
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

賃
と
し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
、
時
給
千
百
円
で

計
算
さ
れ
る
。
組
合
長
、
事
務
局
長
が
お
よ
そ

百
万
円
、専
業
農
家
の
理
事
が
六
十
〜
七
十
万
円
、

兼
業
農
家
の
理
事
が
二
十
〜
三
十
万
円
を
得
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
期
利
益
は
約
八
十
万
円
、
経
営
的
に
は
ま
だ

ゆ
と
り
が
あ
り
、
米
価
が
60
㌔
当
た
り
一
万
二
千

円
に
な
っ
て
も
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

自
信
満
々
の
表
情
、
頼
も
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

内
で
は
、
耕
作
放
棄
地
が
目
立
た
ず
、
年
7
回
も

行
わ
れ
る
草
刈
作
業
に
よ
っ
て
美
し
く
刈
り
上
げ

ら
れ
た
土
坡
に
な
っ 

て
い
る
の
も
、
フ
ァ
ー
ム
・

ウ
チ
の
活
動
で
実
現
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

上／ グループディ
スカッションの
様子

右／ 中島代表の
講義

今回の棚田へは…

棚
田
保
全
活
動
発
展
の
た
め
の
情
報
交
換
・
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た

※
今
号
は
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ポ
ー
ト
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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茂木プロジェクト
栃木県茂木町Project

池谷・入山応援プロジェクト
新潟県十日町市池谷Project

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市Project

大阪プロジェクト
大阪市中央区Project

棚田サミットプレイベントに参加
鞫Topics 静岡県静岡市

茂木プロジェクト
栃木県茂木町Project

池谷・入山応援プロジェクト
新潟県十日町市池谷Project

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市Project

大阪プロジェクト
大阪市中央区Project

棚田サミットプレイベントに参加
鞫Topics 静岡県静岡市

茂木プロジェクト
栃木県茂木町Project

池谷・入山応援プロジェクト
新潟県十日町市池谷Project

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市Project

大阪プロジェクト
大阪市中央区Project

棚田サミットプレイベントに参加
鞫Topics 静岡県静岡市

茂木プロジェクト
栃木県茂木町Project

池谷・入山応援プロジェクト
新潟県十日町市池谷Project

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市Project

大阪プロジェクト
大阪市中央区Project

棚田サミットプレイベントに参加
鞫Topics 静岡県静岡市

　日本経済新聞の平成21年10月10日（土）夕刊に
「棚田に戻る多様な生物（景色／移ろう時代）」と
して棚田ビオトープの活動が掲載されました。本活
動初の全国紙掲載ということで、多くの方々から励
まし（？）のメールなどいただきました。
　９月30日（水）が雨天であったため10月３日（土）
のオーナー稲刈りの日に、渓流沿いの棚田ビオトー
プも稲刈りをしました。上段はミネアサヒ、中段は
カンニホ（赤米）。天候も良くこれくらい小さい面
積だと、気持ちよく作業ができます。そして10月
24日（土）に開催された棚田オーナー制度の収穫

祭が終わった後、午後1時から棚田ビオトープの紹
介をしました。参加者は主にオーナーの方々ですが、
モロッコからのJICA研修員で岐阜県立国際園芸ア
カデミーで研修をしているメリミさんも、フランス
語の通訳者を介して聞いていました。ビオトープの
紹介の後、質問の時間を設けたところ、参加者か
ら活発な質問や情報提供がありました。市民の生
物多様性についての関心の高さが感じれらました。
　12月19日（土）10時から森林近くの棚田ビオトー
プの拡張整備をします。ぜひ、ご参加ください。

（相田  明）

　たくさんの生きものたちで賑っていた岩
ノ作棚田も、静かな休息の季節を迎えまし
た。早春から晩秋まで、私たちを楽しませ
てくれた多くの生きものたちも、あるもの
は子孫を残して一生を終え、あるものは来
るべき春に備えて冬ごもりに入っています。
シンボルのホトケドジョウも元気に冬越し
中です。最後まで可憐な花を覗かせていた
リンドウも、すっかり見えなくなりました。
　今年も多くの生きものたちとの出会いが
ありました。中でも水生昆虫の王者といわ

れる「タガメ」の増加は、これまで続けて
きた活動の大きな成果だと思います。
　従来からの生きもの調査に加え、今年か
ら「体験稲作り」を始めたことで、活動の
輪が大きく広がりました。10月に稲刈りを
した「もち米田んぼ」の米も調整が終わり、
餅になるのを待つばかりです。餅つきは来
年、2月13日（土）の予定です。皆さまお誘
い合わせのうえご参加ください。

（安井  一臣）

　11月17日、静岡県静岡市のグランシップ
で行われた「第16回全国棚田（千枚田）サミッ
ト プレイベント」に参加しました。
　このイベントは、棚田サミットが来年（2010
年）10月22・23日に伊豆松崎町（石部棚田）
で開催されるにあたって、サミットの開催を広
く県内に周知・PRすることと、県内の棚田保
全活動について、多くの人に知ってもらいた
いという思いから企画されたものです。
　プログラムは、石部棚田の保存会会長・高
橋周蔵氏による、棚田の復田からサミット開催

に至るまでの活動事例紹介や、ここでボラン
ティア活動を展開する富士常葉大学の活動紹
介、菊川市の上倉沢棚田などで活動する静岡
大学をはじめとする研究室・ゼミの発表など多
彩。内容も、生態系の研究から食文化、そし
て「棚田に学生をひきつけるための棚田マー
ケティング」まで様々。このような、「棚田」に
魅力を感じ、大切にしたいものとして捉えてい
る若者達とも連携を取ることで、保全への新し
いアクションも生まれるのではと思いました。

(久野  大輔)

　１１月２２日、第１回大阪棚田フェスティバルを開
催しました。大阪プロジェクトの一員「棚田むすび
の会」の主催で、７つのご出店と予想を上回る６０
人余りのご来場をいただきました。
　出店は棚田ネットワーク、棚田ＬＯＶＥＲ’sなど保
全団体のＰＲのほか、棚田米、米粉を使ったお菓子、
パン、観葉植物の販売などで賑わいました。
　メインイベントは棚田ネットワーク代表の中島先
生、いこま棚田クラブ代表の出口育宏さん、三重県
伊賀市の棚田農家冨井紀寿さんによるトークセッショ
ンで、テーマは「棚田と女性」。こんなテーマは初めて、

と最初は戸惑っておられた中島先生でしたが、棚田
と女性の関係を見事に解明され、会場の大きな反響
を呼びました。また会場内の交流コーナーでは、中
島先生とそのファンの皆さん、ネットを見て初めて来
られた若い女性と棚田ボランティア、農家さんと保
全団体など様々な出会いと交流が生まれ、「じゃあ今
度棚田行きますね」という声も聞くことができました。
　これを機会に関西の棚田保全の輪が広がること
を期待しつつ、ご支援、ご協賛いただきました棚田
ネットワークの皆様にこの場をお借りしてお礼申し
上げます。 （中崎  義志晴）

稲刈りと棚田ビオトープの紹介

活動拠点・岩ノ作棚田の昨今

大阪棚田フェスティバル

棚田ビオトープの紹介

左／リンドウ　右／タガメ

トークセッションの様子

松崎町・石部棚田の方々がサミットの呼びかけ
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棚田の基礎知識や、棚田ネットワークの
活動内容、イベント情報、ブログなど、
盛りだくさんの情報を発信しています！ 
是非のぞいてみてください！

ウェブサイトも見てください！

ブログも
随時
更新中！
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編
集
部
か
ら

今
年
の
師
走
は
忙
し
い

　

早
い
も
の
で
2
0
0
9
年
も
残
す
と
こ
ろ

僅
か
。
毎
年
11
月
中
旬
の
東
京
棚
田
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
終
え
る
と
、
事
務
局
は
ホ
ッ
と

一
息
。
の
は
ず
が
、
今
年
は
違
う
！ 

去
年
は

参
加
し
な
か
っ
た
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
る
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
（
12
月
10
〜

12
日
）
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
と
い
わ
れ
る
企
画

枠
へ
の
出
展
が
決
ま
り
、
与
え
ら
れ
た
10
ｍ

×
26
ｍ
と
い
う
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
埋
め

る
か
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
て
ん
や
わ
ん
や
の
大
騒

ぎ
中
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
維
持
会
員
特

典
の
効
果
か
、
維
持
会
員
が
増
え
て
、
特

典
と
な
る
茂
木
町
岩
ノ
作
の
棚
田
の
新
米
を

50
㌔
以
上
パ
ッ
ク
し
て
発
送
。
そ
こ
に
会
報

の
編
集
が
ぶ
つ
か
り
、
ま
さ
に
今
年
の
事
務

局
は
師
走
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
状
況
で
す

（
笑
）。
で
も
、
そ
れ
も
こ
れ
も
と
て
も
嬉

し
い
悲
鳴
で
す
。

　

ま
た
来
年
も
、
皆
様
の
ご
協
力
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

発行 特定非営利活動法人

棚田ネットワーク

会員に
なると！

年会費

○個人会員

○法人会員
１口3万円（１口以上）

私たちの活動にご支援・ご協力をいただける、企業、
団体、事業主さまも募集しています。 
詳細はお問い合わせください。

棚田ネットワークは「棚田の保全に協
力したい！」という会員によって自主
的に運営されているNPOです。消え
ゆく美しい“棚田”をどのように保全
していくことができるのでしょう？   
一緒に考えませんか？ ぜひ、私たち
と棚田の応援団になりましょう！

会報紙「棚田に吹く風」（年6回）やイベント
案内お届けの他、棚田ネットワークが主催す
る各プロジェクト（イベント）への参加や、   
スタッフとしての活動もできます。

法人会員も募集しています！

維持会員 １口１万円（１口以上）
一般会員 ３,０００円
学生会員 ２,０００円

この上のスペース（ページ上1/2サイズ）は法人
会員さまのPRスペースとして広告や広報にご利
用いただけます。 是非ともご入会ください。 お待
ちしています。  （詳細はお問い合わせください）

年会費

﹁
日
本
の
棚
田
百
選
﹂
に
認
定
さ
れ
て
い
る
岐
阜
県
恵
那
市
・
坂
折
棚
田
�

そ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
後
世
に
残
そ
う
と
�

３
年
前
か
ら
﹃
坂
折
棚
田
石
積
み
塾
﹄
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
�

今
年
は
そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
�
第
５
回
棚
田
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
�

塾
の
内
容
は
�
約
四
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
坂
折
棚
田
の
石
積
み
の
中
で
�

傷
ん
で
い
る
石
積
み
を
崩
し
�
新
た
に
積
み
直
し
を
す
る
と
い
う
も
の
�

例
年
�
11
月
下
旬
に
一
泊
二
日
程
度
の
日
程
で
�

石
積
み
技
術
を
伝
承
し
て
い
る
地
元
の
石
工
が
指
導
に
あ
た
り
�

昔
な
が
ら
の
石
積
み
技
法
の
伝
承
や
石
積
み
に
関
す
る
講
座
を
実
施
し
ま
す
�

ま
た
�
５
回
以
上
参
加
し
た
受
講
者
で
塾
長
が
認
め
た
場
合
�

﹁
石
積
み
技
工
士
﹂(

仮
称)

の
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
�

坂
折
棚
田
石
積
み
塾

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は 

N
P
O
法
人 

恵
那
市
坂
折
棚
田
保
存
会

岐
阜
県
恵
那
市
中
野
方
町
七
八
二
ー
一

・
電
話  

〇
五
七
三
ー
二
三
ー
二
〇
三
二

※

宿
泊
者
は
別
途
費
用
が
必
要

■ 

受
講
料（
講
義
資
料
代
、交
流
会
費
等
）
　

 

五
〇
〇
〇
円

棚田オーナー制度にも取り組んでいます。棚田オーナー制度にも取り組んでいます。

江
戸
時
代
の
石
工
集
団〝
黒
鍬
〞が

積
ん
だ
と
い
わ
れ
る
石
積
み

○
後
援 

： 

岐
阜
県（
恵
那
農
林
事
務
所
）、恵
那
市
ほ
か

法人会員紹介 :  NPO法人  恵那市坂折棚田保存会


